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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月9日(2021.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相関したフェルミオンシステムの基底状態を決定するように量子回路を構成する方法で
あって、前記量子回路が、
　キュービットの線形鎖と、
　層状に配置された複数のマッチゲートであって、各マッチゲートが、前記線形鎖内の近
傍のキュービットで２キュービット回転を実行するように構成されている、前記マッチゲ
ートと
を含み、
　前記線形鎖の各キュービットの初期状態を提供することと、
　前記量子回路を初期値に適用することにより、キュービットの前記線形鎖上に仮設を準
備することであって、前記仮設は、フェルミオン状態に対応する、前記仮設を準備するこ
とと
を含む、前記方法。
【請求項２】
　相関したフェルミオンシステムの基底状態を決定するための量子回路であって、
　キュービットの線形鎖と、
　層状に配置された複数のマッチゲートであって、各マッチゲートが、前記線形鎖内の近
傍のキュービットで２キュービット回転を実行するように構成されている前記複数のマッ
チゲートと
を含む、前記量子回路。
【請求項３】
　層状に配置された複数の２キュービットゲートであって、前記層が直列に配置されてブ
ロックを形成し、各ゲートは、前記線形鎖内の近傍キュービットに２キュービット回転を
実行するように構成され、前記回転はＺＺ回転を含む、前記複数の２キュービットゲート
をさらに含む、請求項２に記載の量子回路。
【請求項４】
　少なくとも２つのブロックを含む、請求項３に記載の量子回路。
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【請求項５】
　キュービットの前記線形鎖が８キュービットを含む、請求項２に記載の量子回路。
【請求項６】
　前記線形鎖に第１の数のキュービットと、マッチゲートの第２の数の層とをさらに含み
、
　前記第２の数が、前記第１の数の半分以下である、請求項２に記載の量子回路。
【請求項７】
　前記線形鎖に第１の数のキュービットと、前記ブロックに第２の数の層とをさらに含み
、
　前記第２の数は、前記第１の数の半分以下である、請求項３に記載の量子回路。
【請求項８】
　前記ブロックの前に、前記線形鎖の各キュービットに対して回転を実行するように構成
されたゲートをさらに含む、請求項３に記載の量子回路。
【請求項９】
　前記複数のマッチゲートが２つの連続するグループに配置され、各グループの前記マッ
チゲートが並列に適用される、請求項２に記載の量子回路。
【請求項１０】
　前記複数の２キュービットゲートが２つの連続するグループに配置され、各グループの
前記ゲートが並列に適用される、請求項３に記載の量子回路。
【請求項１１】
　相関したフェルミオンシステムの基底状態を決定する方法であって、
　複数の構成パラメータを有する量子回路を構成することであって、前記量子回路は、
　　キュービットの線形鎖と、
　　層状に配置された複数のマッチゲートであって、各マッチゲートが、前記線形鎖内の
近傍のキュービットで２キュービット回転を実行するように構成されている、前記複数の
マッチゲートと
　を含む、前記構成することと、
　前記線形鎖の各キュービットの初期状態を提供することと、
　前記量子回路を初期値に適用することにより、キュービットの前記線形鎖に仮設を準備
することであって、前記仮設は、フェルミオン状態に対応する、前記仮設を準備すること
と、
　前記量子回路を使用して、前記相関したフェルミオンシステムの第１のエネルギー値を
決定することと、
　前記第１のエネルギー値に基づいて、前記複数の構成パラメータを調整することと、
　前記量子回路を使用して、前記相関したフェルミオンシステムの第２のエネルギー値を
決定することであって、前記構成パラメータが、前記第２のエネルギー値を最小化するよ
うに調整される、前記相関したフェルミオンシステムの第２のエネルギー値を前記決定す
ることと
を含む、前記方法。
【請求項１２】
　前記複数の構成パラメータを調整することは、古典的な計算ノードを使用して前記複数
の構成パラメータを最適化することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のエネルギー値が、前記構成パラメータの関数であり、前記関数は勾配を有し
、
　前記勾配を決定すること
をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フェルミオン状態がガウス型である、請求項１または１１に記載の方法。
【請求項１５】



(3) JP 2021-507401 A5 2021.12.23

　前記量子回路が、
　層状に配置された複数の２キュービットゲートであって、前記層が直列に配置されてブ
ロックを形成し、各ゲートが、前記線形鎖内の近傍キュービットに２キュービット回転を
実行するように構成され、前記回転がＺＺ回転を含む、前記複数の２キュービットゲート
をさらに含む、請求項１または１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記フェルミオン状態が非ガウス型である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記量子回路が少なくとも２つのブロックを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　キュービットの前記線形鎖が８キュービットを含む、請求項１または１１に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記量子回路は、前記線形鎖に第１の数のキュービットと、第２の数のマッチゲート層
とを含み、
　前記第２の数は、前記第１の数の半分以下である、請求項１または１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記量子回路は、前記線形鎖に第１の数のキュービットと、前記ブロックに第２の数の
層とを含み、
　前記第２の数は、前記第１の数の半分以下である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記初期状態が準粒子真空状態に対応する、請求項１または１１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記量子回路は、前記ブロックの前に、前記線形鎖の各キュービットに対して回転を実
行するように構成されたゲートをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のマッチゲートが２つの連続するグループに配置され、各グループの前記マッ
チゲートが並列に適用される、請求項１または１１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記複数の２キュービットゲートが２つの連続するグループに配置され、各グループの
前記ゲートが並列に適用される、請求項１５に記載の方法。
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